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道南を
たがや

農す
農
す ―

 

生
き
る
力
を
体
現
し
た
容
姿
、自
然
本
来

の
鮮
や
か
な
彩
り
、四
季
折
々
で
地
域
の
景
観
で
あ

り
続
け
る「
農
産
物
」と
、そ
れ
を
生
み
出
す「
農
業

者
」た
ち
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
く
。

八
雲
町
立
岩

加
藤 

正
幸
さ
ん（
65
）

純
子
さ
ん（
60
）

正
純
さ
ん（
32
）

　

”八
雲
立
つ　

出
雲
八
重
垣　

妻
籠
み
に　

八
重
垣
つ
く
る　

そ
の
八
重
垣
を
“

　

こ
れ
は
日
本
神
話
で
ス
サ
ノ
オ
が
詠
ん
だ
和
歌
だ
。
八
雲
町
の
名
は
こ
れ
に
因

ん
で
、
豊
か
な
土
地
に
と
の
願
い
か
ら
尾
張
徳
川
家
の
徳
川
慶
勝
公
が
名
付
け
た
。

徳
川
家
の
支
援
の
も
と
明
治
期
に
始
ま
っ
た
酪
農
は
大
正
〜
昭
和
初
期
に
急
拡
大

し
、
八
雲
町
の
代
名
詞
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
加
藤
牧
場
も
、
そ
ん
な
歴
史
あ
る
酪
農
業
を
守

る
農
家
の
１
軒
。
明
治
３１
年
に
入
植
し
て
以
来
、
代
々
酪
農
を
続
け
て
い
る
。

　

現
在
、
加
藤
牧
場
で
は
搾
乳
牛
３０
頭
と
育
成
仔
牛
２９
頭
を
飼
養
し
て
い
る
。
規

模
拡
大
を
図
る
酪
農
家
が
多
い
中
、長
年
こ
の
規
模
を
維
持
し
て
き
た
。
モ
ッ
ト
ー

は
「
時
代
に
流
さ
れ
な
い
農
業
」。
正
幸
さ
ん
は
「
我
が
家
の
土
地
面
積
で
は
こ
れ

く
ら
い
が
適
正
規
模
」
と
話
す
。「
夏
場
は
放
牧
す
る
な
ど
自
然
な
状
態
で
飼
う
こ

と
で
、
丈
夫
な
胃
袋
が
で
き
て
足
腰
も
強
く
な
り
、
長
く
働
い
て
く
れ
る
」
と
秘

訣
を
教
え
て
く
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
販
売
に
回
せ
る
初
妊
牛
を
確
保
す
る
の

だ
と
い
う
。
販
売
環
境
が
厳
し
く
な
る
中
、
貴
重
な
収
入
源
に
な
っ
て
い
る
。

　

息
子
の
正
純
さ
ん
が
後
継
者
と
し
て
就
農
し
た
の
は
２５
歳
の
こ
ろ
。「
努
力
次
第

で
充
実
し
た
時
間
が
持
て
る
」
と
酪
農
の
面
白
さ
を
再
認
識
し
て
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
。

以
来
６
年
間
、
酪
農
に
ま
い
進
す
る
毎
日
だ
。
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、
正
純
さ

ん
を
中
心
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
も
。「
ス
モ
ー
ル
フ
ァ
ー
マ
ー
」

を
テ
ー
マ
に
牧
草
地
の
収
量
に
つ
い
て
調
べ
上
げ
た
。
そ
の
結
果
、
草
地
更
新
の

【
農
産
物
】
生
乳

1
0
0
年
の
伝
統
を
息
子
に
託
す

　
　

  　
　
　
　
　
　

次
世
代
に
つ
な
ぐ
牧
場

①③

②④

「牛たちにも一頭一頭個性があって、好奇心が強かったり大人しかったりとさまざま」と純子さん。「牛たちにも一頭一頭個性があって、好奇心が強かったり大人しかったりとさまざま」と純子さん。

ご
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新函景看
第１１面
～八雲町～

国道５号線沿い、八雲町
東野に立っているこの
看板。実は、９月号でご
紹介した看板の裏面な
んです。こちらは函館方
面から来た人たちに、も

ち米団地をアピールしています。イネの葉の
鮮やかな緑がまぶしいですね。
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寒い中でも盛り上がれ！
冬をアツく彩るイベント特集4

必
要
性
を
明
ら
か
に
し
、
収
量
ア
ッ
プ
を
実
現
し
た
。

　

作
業
は
親
子
３
人
で
分
担
す
る
。
機
械
化
さ
れ
て
い
な
い
作
業
で
は
体
力
を
使

う
場
面
も
し
ば
し
ば
。
そ
れ
で
も
「
こ
れ
が
う
ち
の
や
り
方
だ
か
ら
」
と
笑
顔
の

正
純
さ
ん
。
マ
ジ
メ
に
、
堅
実
に
、
そ
し
て
楽
し
く
働
く
の
が
加
藤
牧
場
流
だ
。

①①③③

②②④④

「牛たちにも一頭一頭個性があって、好奇心が強かったり大人しかったりとさまざま」と純子さん。

①餌やりは正幸さんの仕事。食欲旺盛な牛たちは、コーンサイレージ、ビートパルプなどを次 と々平らげる。　
②仔牛の世話は純子さんが務める。細い脚に小柄な体だが、こちらも食欲旺盛だ。　③寝わらの管理は正
純さんが主に担当する。寝床をふかふかにするために毎日数十キロを運んでいる。　④手際よく搾乳機を装
着する正幸さん。朝夕の２回、毎日休みなく搾乳を行う。
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木古内支店女性部あぐりへい屋

特集

　雪が積もって農閑期になる組合員も多い冬のこの時期。組合員が積極的にイベントに参加して地域を盛り上げています。今
月の特集では、各地で開かれた冬のイベントをご紹介します。

第12回ＪＡ女性部ふれあいフェスティバル

冬をアツく彩るイベント冬をアツく彩るイベント

　テーブルに並べられた総勢１７６品もの料理や手芸
品たち。女性部員が腕によりをかけたオリジナルの品々
が披露されました。農作物の有効活用や部員の交流が目
的で、会場では部員同士で会話に花を咲かせていまし
た。
　オープンしたばかりのレストラン「どうなんde’s 
Ocuda Spirits」の小泉達也シェフら20名を招いて審査
も行われました。小泉シェフによる「最優秀どうなん
de’s賞」には、木古内フレッシュミズの「羽衣大根」が選
ばれました。
　森永尚美部長は「部員みんなが工夫を凝らした努力の
結晶が集まった。この中から木古内町の顔となる一品が
生まれていってほしい」と笑顔でした。

2016年 鍋まつり

　１杯１００円という格安価格で人気の「鍋まつり」が、
今年も行われました。週替わりでアツアツの鍋を提供す
るイベントです。毎年この冬の時期に恒例で、楽しみに
しているお客さんも多いです。
　今年はごっこ鍋や三平鍋、カキニラ鍋といったライン
ナップのほか、「牛肉鍋」が新登場しました。大きく切っ
た食べ応えのある野菜が具だくさんでボリューム満点。
ＪＡらしい一椀に仕上がりました。野菜はもちろん管内
産で、厚沢部産の馬鈴薯、北斗産の長ねぎ、知内産のニラ
など各地のものを使用しました。
　たくさんのお客さんに来ていただき、道南各地の味覚
を楽しんでいただきました。
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南檜山

若松・北渡島

北渡島

南檜山

知内

新函館北斗駅開業記念 北斗おもてなし祭

冬をアツく彩るイベント冬をアツく彩るイベント第１６回冬江差“美味百彩”なべまつり

地域のイベントにも参加！

　オリジナルの鍋を格安
で提供するこのイベント。
スープカレーからくじら
汁まで、幅広い鍋が並びま
した。
　江差支店女性部を母体
とする「水土里の会」は、伝統のお菓子「こうれん」を使っ
た「こうれん鍋」を提供しました。野菜をふんだんに使っ
た汁に、油で揚げたこうれんを乗せた香ばしい一椀。１
００杯分を用意し、人気は上々でした。
　長尾和子会長は「町の名物行事なので、会を挙げて協
力しています」と話しました。

４町グルメキャラバン

　渡島・桧山北部４町の特
産物を集めたイベントが
開かれました。特産料理の
無料試食をはじめ、様々な
グルメや催しで盛り上が
りました。
　勇壮な掛け声が上がったのは、青年部落部支部の「も
ちつき囃子」。お揃いの赤い法被を着て餅つきを披露し
ました。できた餅は来場客に味わってもらいました。
　また、せたな町を代表して若松ポークマンの串焼きと
フライドポテトを無料試食。食べた方は「味が濃くて脂
のうま味が絶品です」と絶賛していました。

第２９回八雲さむいべや祭り

　氷の滑り台や雪中駅伝
を目当てに多くの町民が
訪れる、八雲の冬には欠か
せないイベントです。今年
はミニ列車「Ｈ５系ミニ新
幹線 はやぶさ」も走り、子
供たちも大喜びでした。
　会場では青年部落部支部が「もちつき囃子」を披露。子
供たちによる餅つき体験も行われ、一生懸命に杵を振る
姿に会場は笑顔。終わりには「風の子もち」のおにぎり３
００人分が配られましたが、３０分ほどで底をつく人気
ぶりに青年部員も驚いていました。

第９回かみのくに食遊祭

　地場産の食材を使った
多彩な料理を味わえるイ
ベントです。今年は町内外
から19店舗が出店。来場
者は各ブースを巡りなが
ら冬の味覚を堪能してい
ました。
　上ノ国支店女性部はおしるこのブースを出店。部員１
０名が早朝から、２つの大なべで１５０名分のおしるこ
を用意しました。会場では数少ない甘味ということで人
気を集めていました。
　田畑悦子部長は「毎年、楽しみにしてくれる人たちが
いるのはうれしいです」と話します。

第１８回しりうち味な合戦冬の陣 カキＶＳニラまつり

　旬の味覚を味わう「第１８回しりうち味な合戦冬の陣
　カキＶＳニラまつり」は、１万人近い人出で賑わいま
した。知内町ニラ生産組合はニラを１０束９００円（１
束１００グラム）などの安値で販売。長い行列ができ、用
意した段ボール５００箱がみるみる数を減らしました。
創作料理・特産品販売コーナーでは、知内支店女性部が
べこ餅や手作りみその販売、ニラしゃぶの無料試食を行
いました。
　家族で訪れた来場客は「知内ならではの冬の味覚に満
足。買ったニラは鍋料理で食べたい」と笑顔でした。

予　告

　いよいよ北海道新幹線開業が間近に迫っています！
　あぐりへい屋では、開業イベント「北斗おもてなし祭」
にブースを出します。会場に
来て、道南の一大イベントを
一緒に盛り上げませんか？

日時：３月２６日（土）～３１日（木）１０：００～１６：００
会場：新函館北斗駅 西側公園
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&新婚さ
ん新婚さ
ん ●

メ
ロ
ン
栽
培
の
経
過
等
に
つ
い
て
教
え 

　

て
下
さ
い
。

黒
田
部
会
長　

当
初
、
メ
ロ
ン
は
露
地
栽

培
の
み
で
し
た
。
そ
の
後
、
ハ
ウ
ス
栽

培
を
始
め
た
時
に
導
入
し
た
の
が
、
今

で
も
生
産
し
て
い
る
「
ル
ピ
ア
」
と
い

う
品
種
で
す
。

　
　

年
数
が
経
つ
に
つ
れ
て
消
費
動
向
も

変
わ
っ
て
い
ま
す
。
以
前
は
北
海
道
で

は
赤
肉
し
か
売
れ
な
い
と
い
う
話
も
あ

り
ま
し
た
が
、
他
産
地
で
の
生
産
量
が

減
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
青
肉
の
需

要
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
　

最
近
で
は
、
高
齢
化
・
後
継
者
不
足

で
、
手
間
の
掛
か
る
メ
ロ
ン
の
栽
培
は

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

●
品
質
や
技
術
向
上
の
た
め
に
取
り
組
ん

　

で
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

黒
田
部
会
長　

実
の
厚
さ
や
ネ
ッ
ト
の
仕

上
が
り
対
策
の
た
め
に
試
験
栽
培
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
２５
年
か
ら
話

を
進
め
、
平
成
２６
〜
２７
年
に
か
け
て
ハ

ウ
ス
・
露
地
で
の
試
験
栽
培
を
し
ま
し

た
。
露
地
栽
培
で
は
も
う
少
し
品
種
の

検
討
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ハ

ウ
ス
栽
培
は
品
種
を
「
レ
ノ
ン
」「
テ
ィ

ア
ラ
」
に
絞
っ
て
、
さ
ら
に
詰
め
て
い

き
た
い
で
す
。

　
　

さ
ら
に
、
品
種
に
よ
っ
て
出
荷
す
る

時
期
を
ズ
ラ
し
、
森
地
区
内
で
の
リ

レ
ー
出
荷
体
制
が
で
き
た
ら
良
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

小
森
副
部
会
長　

種
苗
会
社
を
呼
ん
で
栽

培
技
術
講
習
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
研

修
に
参
加
で
き
な
い
部
会
員
に
は
、
資

料
を
配
布
し
て
技
術
が
浸
透
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　
　

そ
の
他
、
平
成
１８
年
に
は
他
産
地
に

行
き
、
当
時
、
森
地
区
で
ま
だ
取
り
組

ん
で
い
な
か
っ
た
重
量
選
別
に
つ
い
て

勉
強
し
て
き
ま
し
た
。
戻
っ
て
か
ら
す

ぐ
に
導
入
し
て
玉
揃
え
を
改
善
し
、
品

質
を
向
上
で
き
ま
し
た
。

●
今
後
の
課
題
や
目
標
を
お
聞
か
せ
下
さ

　

い
。

小
森
副
部
会
長　

年
々
、
生
産
農
家
も

減
っ
て
き
て
い
て
、
作
付
面
積
と
出
荷

量
の
維
持
が
課
題
で
す
。
メ
ロ
ン
は
手

間
が
掛
か
る
の
で
、
新
た
に
始
め
る
に

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
作
物
で
す
。
新
規

作
付
者
を
増
や
す
に
は
、「
手
間
を
掛

け
た
分
、
最
後
に
自
分
の
手
元
に
残
る

収
益
が
多
い
」
と
い
う
の
が
必
要
不
可

欠
な
要
素
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
を
打
ち
出
せ
る
よ
う
、

さ
ら
な
る
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

黒
田
部
会
長　

販
売
単
価
を
上
げ
、
収
益

を
上
げ
る
の
が
今
後
の
目
標
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
自
分
達
の
品
物
の
質
を
良

く
し
、
こ
れ
だ
け
の
単
価
が
欲
し
い
と

い
っ
た
交
渉
を
市
場
と
し
て
い
け
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。
さ
ら
に
は
、
品

種
の
作
り
分
け
に
よ
る
リ
レ
ー
出
荷
に

よ
り
、
安
定
価
格
で
販
売
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
。

　
　

ま
た
、「
さ
ぶ
り
メ
ロ
ン
」
に
つ
い

て
も
、
安
定
し
た
数
量
の
確
保
に
向
け

た
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
で
す
。

協協同同のの力力

果
菜
生
産
部
会
（
森
支
店
）　

設
立
１
９
７
９
年
、
会
員　

１
７
人

〈
取
材 

森
支
店 

増
田 

清
也
〉

販
売
単
価
向
上
に
向
け
さ
ら
な
る
努
力
を

　

１
人
ひ
と
り
の
力
を
合
わ
せ
、
大
き
な
力
に
。〝
協
同
の
力
〞
で
地
域
農
業
を
け
ん
引
す
る
組
織
を
紹
介
し
て
い
く
。

6 No.No.163163

小森 昭彦 副部会長（34歳） 黒田 貢 部会長（49歳）



吉田　知也さん （31歳）
　　　初美さん （31歳）

知内町　森越

結婚というゴールを迎え、新たな人生をスタートさせた二人の出会いから交際、結婚にいたるまでの経過を紹介していく

共
通
の
趣
味
か
ら
意
気
投
合

&

【写真上】トマトの収穫作業をする知也さんと初美さん。
「二人でキャンプにも行きたいです」と初美さん
【写真左】知也さん、初美さん、トマトのハウス前にて。

新婚さ
ん新婚さ
ん新婚さ
ん

vol.11

●
二
人
の
出
会
い…

　
　

吉
田
知
也
（
と
も
や
）
さ
ん
と
初
美
（
は
つ
み
）
さ
ん
は
去
年
の
１１

月
２２
日
、「
い
い
夫
婦
の
日
」
に
入
籍
し
た
。

　
　

２
人
の
出
会
い
は
、
共
通
の
知
り
合
い
の
お
店
。
そ
こ
の
お
店
の
人

に
お
互
い
を
紹
介
さ
れ
た
の
が
は
じ
ま
り
だ
っ
た
。
初
め
て
顔
を
合
わ

せ
た
時
の
印
象
に
つ
い
て
、
知
也
さ
ん
は
「
し
っ
か
り
し
て
い
て
話
し

や
す
い
」、
初
美
さ
ん
は
「
優
し
い
雰
囲
気
だ
っ
た
」
と
語
る
。
共
通

の
趣
味
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
話
で
盛
り
上
が
り
、
す
ぐ
に
意
気
投
合
。

そ
の
後
、
知
也
さ
ん
か
ら
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
、
告
白
。
交

際
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

●
交
際
期
間
中…

　
　

約
１
年
半
の
交
際
期
間
中
に
２
人
が
そ
れ
ぞ
れ
印
象
に
残
っ
て
い
る

思
い
出
を
、
知
也
さ
ん
は
「
京
都
や
大
阪
な
ど
へ
の
旅
行
」、
初
美
さ

ん
は
「
仙
台
に
牛
タ
ン
を
食
べ
に
行
っ
た
こ
と
」
と
話
す
。

　
　

知
也
さ
ん
は
付
き
合
い
始
め
た
時
か
ら
結
婚
を
意
識
し
て
い
た
と
い

う
。
結
婚
が
決
ま
っ
た
時
の
気
持
ち
を
、
初
美
さ
ん
は
「
嬉
し
か
っ
た

け
ど
、
農
業
は
自
分
に
と
っ
て
全
然
知
ら
な
い
世
界
な
の
で
大
丈
夫
か

な
と
い
う
不
安
も
あ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

●
こ
れ
か
ら…

　
　

現
在
、
知
也
さ
ん
は
米
・
ト
マ
ト
・
み
つ
ば
な
ど
を
作
付
。「
生
産

コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組
ん
で
、
増
収
を
目
指
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

さ
ら
に
、
今
年
か
ら
は
知
内
町
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
な
り
、
組
織
活

動
に
も
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。

　
　

初
美
さ
ん
は
「
今
ま
で
は
手
伝
う
程
度
だ
っ
た
の
で
、
何
と
か
作
業

に
も
つ
い
て
い
け
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
は
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
き
な

が
ら
、
焦
ら
ず
、
徐
々
に
作
業
に
慣
れ
て
い
っ
て
、
知
也
さ
ん
を
支
え

て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　
　

最
後
に
、
２
人
へ
「
今
後
、
２
人
で
楽
し
み
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？
」と
訊
く
と
、「
冬
場
に
は
一
緒
に
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
み
た
い
」

と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

〈
取
材　

知
内
支
店　

尾
辻　

凌
〉
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　北渡地区農業担い手養成講座では、１月２２日～
２４日にかけて、九州を訪れ国内視察研修を行った。
　本視察は、同講座の２ヶ年計画の最終年を飾る重
要な行事。同講座での九州への視察は初めてだった
が、参加した受講生は積極的に意見交換をしていた。
　農産科部門では５名が参加し、福岡大同青果株式
会社・住化農業資材株式会社の２社を視察。九州管
内の野菜全般の販売情勢を中心に意見交換した。
　参加者は「九州方面へ視察することはあまりない
ので、販売情勢や流通などを学ぶことができて良
かった。今後、ＰＲ活動等でも、可能であれば九州
方面を訪れて実施していきたい」と意気込んだ。

九州の産地情勢について意見交換九州の産地情勢について意見交換
北渡地区担い手養成講座で視察研修北渡地区担い手養成講座で視察研修

▲

和
や
か
に
意
見
交
換
す
る
青
年
部
員
ら

▲

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
を
前
に
、熱
心
に
意
見
交
換

　

す
る
参
加
者
ら

　八雲町商業活性化施設「はぴあ八雲」で２月２０
日、同町の農協・漁協・商工会青年部と町職員合わ
せて約６０名が集まり、部員間交流会が開催された。
　３団体と町での交流会は初の試み。婚活イベント
の主催など各種行事で連携することも多いため、部
員間の絆を強くして親睦と理解を深めることが目的。
　交流会では、各団体の部長が今年の事業計画やこ
れまでの取り組み、今後の目標などを報告。その後、
各テーブルで部員同士の意見交換を行った。
　北渡島地区青年部の北村卓馬部長は「青年部同士
の絆を深めることができてよかった。今後イベント
を実施する際には、団結して頑張りたい」と話した。

組織を超えて交流会を開催組織を超えて交流会を開催
農協・漁協・商工会青年部と町職員農協・漁協・商工会青年部と町職員

３年連続でポリシーブック優良事例に３年連続でポリシーブック優良事例に

ＪＡ全国青年大会で発表ＪＡ全国青年大会で発表

髙橋陽一部長（中央）、木村卓也副部長（左）、冨樫孝部員（右）

　２月１６日～１７日、第６２回ＪＡ全国青年大会
が開かれた。全国から２千名の青年部盟友が集まり、
今後の青年部活動などについて活発に議論された。
　初日には年間の活動報告や新会長の立候補が行わ
れた。また、「ＪＡ青年の主張」や「活動実績発表」
の全国大会が開かれ、各地の盟友が思いを披露した。
　２日目に行われた「ポリシーブック発表大会」で
は、当ＪＡ青年部が３年連続で全国優良事例に選出。

髙橋陽一部長が事例発表・パネルディスカッション
に参加した。髙橋部長は「はじめは簡単でいいので、
全部員が確実に取り組める内容にするのが良い。実
際に行動に移し、しっかりと検証することが大事」
と語り、聴衆の感心を集めた。
　その後、道南青協として、農林水産省と「産地パ
ワーアップ事業」などについて意見交換。さらに、
前田一男衆議院議員への表敬訪問を行った。

ポリシーブックについて語る髙橋部長
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　ホクレンショップで産直市を運営する「もぎたて
市部会」は２月４日、ホテル法華クラブで全体会議
を開いた。北斗市・七飯町・函館市の組合員２０名、
ホクレンショップ職員、ＪＡ担当者が集まった。
　会議では、２７年度の活動や取扱実績、消費者ア
ンケートの結果が報告された。アンケート結果では、
野菜の「鮮度」や「価格」について利用者の評価が
高いことが示された。また、２８年度の計画やホク
レンショップからの販売提案が協議された。
　その後、ホクレンの野菜果実花き課の柳山浩之特
任技師が野菜の新品種を紹介。幅広い作物の試験結
果が紹介され、参加者は興味深く聴講していた。

　㈲高橋畜産は２月６日、せたな町の牧場横に「若
松ポークマン」の直売所をオープンした。初日は用
意した品物がすべて売り切れる盛況となった。
　販売するのはいずれも、自家生産豚を農協に出荷
して精肉にしたもの。肩ロース、バラ肉などの精肉
をはじめ、ソーセージやフランクフルトといった加
工品、ひき肉を使ったタコライスなども並ぶ。
　高橋洋平代表は「最近は自宅で腸詰や燻製をする
人も増えています。食べるだけでなく、豚肉に触れ
る・加工する楽しさも発信できる店にしたいです。
地元の方々に若松ポークマンを食べようと思っても
らえれば最高ですね」と意気込んだ。

地域に愛される産直市へ地域に愛される産直市へ 豚肉のおいしさや楽しさを地域に豚肉のおいしさや楽しさを地域に
もぎたて市部会全体会議もぎたて市部会全体会議 若松ポークマン直売所オープン若松ポークマン直売所オープン

▲

柳
山
技
師
の
発
表
を
真
剣
に
聴
講

▲

ソ
ー
セ
ー
ジ
を
手
に
と
る
来
店
客

節目の年をにぎやかに祝う節目の年をにぎやかに祝う
大野・上磯支店女性部が総会大野・上磯支店女性部が総会

先代部長の岡村節子さん（左）を表彰する現山上千鶴子部長（右）

　１月２８日、上磯女性部は第５８回通常総会を開
いた。部員約２０名とＪＡ職員が出席し、昨年度の
事業報告や今後の活動について協議された。
総会終了後には、女性部の意向でヨガ体験を行った。
足元や首元、背筋を伸ばすなどの柔軟を行い、日頃
の疲れを癒していた。
　２月５日には大野女性部の通常総会を開き、昨年
度事業報告や今後の事業を話し合った。

総会の後には「設立６０周年記念祝賀会」を開催。
部員約１５名のほか、ＪＡ役職員や高谷寿峰北斗市
長が出席し、記念の年を盛大に祝った。
　祝賀会では、歴代部長やＪＡ事務方職員への感謝
状贈呈や記念ＤＶＤの上映など、６０年を振り返る
催しが行われた。過去の写真が写しだされると、部
員は懐かしそうに眺めていた。ビンゴ大会なども行
われ出席者は大いに盛り上がった。

 熱心に話し合う上磯女性部員ら
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Focus the Focus the Focus the JOB ～JAの仕事を紹介します～

広報の写真撮影をしている様子

内部監査室がある事務所

業務の改善・サポートに努めます

　内部監査室は北斗市本町の大野支店金融店舗に隣接し
た事務所２階にあり、企画室は本店事務所２階にあります。
　内部監査室は、各部署・支店での業務がルールに基づい
て行われているか確認する業務を行っています。ＪＡの各業
務について状況を見ながら課題・問題などについて相談
し、改善に繋がるよう業務にあたっています。
　企画室では、広報誌「えすぽわーる」の発行や一般消費者
向けコミュニティ誌「しんはこ農Ｋ－ｎｏｗ」の発行、ホーム
ページ運用などの広報活動のほか、各支店の遊休資産等の
処分整理のサポート、事業計画・第５次中期計画策定に向け
た業務などを行っています。広報誌については、皆様に関
心を持って頂ける誌面づくりを心掛けています。
　これからも、農協経営の健全性向上及び信頼性の確保、
組合員や地域住民等への広報活動の充実に向けて、内部
監査室・企画室一同頑張ってまいります。

内部監査室
野月 美生子
内部監査室
野月 美生子

企画室
中田 明典
企画室
中田 明典

内部監査室
高田 宏美
内部監査室
高田 宏美

企
画
室

堀
場 

翔
太

企
画
室

堀
場 

翔
太

企
画
室

戸
田 

真
也

企
画
室

戸
田 

真
也

企
画
室
長

南　

 

茂
樹

企
画
室
長

南　

 

茂
樹

内
部
監
査
室
長

坂
井　

 

修

内
部
監
査
室
長

坂
井　

 

修

内
部
監
査
室

堤　

 

元
貴

内
部
監
査
室

堤　

 

元
貴

今回は内部監査室・企画室。

北斗市本町 1 丁目 1 番 21 号
TEL : 0138-77-5555（企画室）
FAX : 0138-77-5566

【連絡先】
TEL : 0138-77-5551（内部監査室）
FAX : 0138-77-5564
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〜
第
28
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
②
〜

所
得
増
に
つ
な
が
る
よ
り
強
固
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ

平
成
30
年
に
む
け
て
激
論
を

株
式
会
社
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
社
長 
丸
谷 

智
保 

氏

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
で
開
催
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
か
ら
提
言
頂
き
ま
し
た
「
北
海
道
農

業
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
期
待
す
る
こ
と
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介

し
ま
す
。

丸
谷 

智
保 

氏

（
ま
る
た
に　

と
も
や
す
）

株
式
会
社
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
社
長

　

第
２
回
は
、
丸
谷
智
保
氏
の

提
言
を
紹
介
し
ま
す
。

流
通
機
構
、
構
造
を
簡
素
化
し

て
中
間
マ
ー
ジ
ン
の
排
除

　

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
グ
ル
ー
プ

全
体
で
農
業
法
人
と
し
て
１
０

８
h
a
を
耕
作
し
て
い
る
が
、

農
業
に
お
け
る
流
通
機
構
、
構

造
を
よ
り
簡
素
化
し
て
、
中
間

マ
ー
ジ
ン
を
排
除
し
、
農
業
所

得
に
振
り
向
け
る
こ
と
が
重
要

だ
と
思
う
。

　

そ
の
た
め
の
よ
り
強
固
な
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
基
盤
）
と

し
て
、
農
協
あ
る
い
は
中
央
会

の
必
要
性
は
よ
り
強
ま
っ
て
い

る
。

　

そ
れ
か
ら
、
例
え
ば
、
簡
素

な
、
効
果
的
な
流
通
機
構
と
い

う
点
に
つ
い
て
は
、
歩
留
り
を

上
げ
る
た
め
非
正
規
品
、
ハ
ネ

も
の
が
流
通
す
る
市
場
を
つ
く

る
。
常
に
苦
労
す
る
歩
留
ま
り

向
上
に
ど
れ
だ
け
繋
が
る
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
創
造
で
き
る
か
。

海
上
輸
送
の
効
率
化

　

我
々
も
物
流
に
は
苦
労
し
て

い
る
。
遠
い
農
村
か
ら
市
場
の

都
市
あ
る
い
は
首
都
圏
へ
物
流

す
る
コ
ス
ト
は
非
常
に
大
き

い
。
北
海
道
は
、
ど
う
し
て
も

海
上
輸
送
が
必
要
に
な
る
が
、

こ
れ
を
効
率
化
す
る
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
も
組
織
の

意
味
は
強
い
。
効
率
化
を
進
め

る
こ
と
で
、
所
得
を
増
加
さ
せ
、

配
分
を
変
え
て
い
く
。

　

ま
た
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

で
あ
る
農
協
が
商
品
の
価
格
を

評
価
し
、
即
買
い
取
り
、
即
支

払
う
仕
組
み
を
作
っ
て
は
ど
う

か
。
資
金
繰
り
の
向
上
に
つ
な

が
る
。

　

そ
の
他
に
、
農
繁
期
の
人
材

の
確
保
、
販
路
拡
大
。
こ
れ
ら

は
今
で
も
や
っ
て
い
る
が
、
よ

り
強
固
に
し
て
い
く
。

　

そ
し
て
安
定
供
給
、
物
流
面

で
の
大
胆
な
提
言
、
こ
れ
は
政

府
に
対
し
て
も
や
っ
て
い
く
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
す
べ
き
組

織
と
し
て
よ
り
強
い
も
の
を

作
っ
て
い
っ
た
ら
ど
う
か
。

戦
か
ら
外
交
戦
略
へ

　

平
成
３０
年
に
向
け
て
激
論
を

し
、
結
論
を
出
し
て
ほ
し
い
。

も
う
そ
の
時
期
に
入
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
平
成
３０
年
の
大

会
に
向
け
て
、
守
る
と
か
防
衛

す
る
と
い
う
戦
を
す
る
の
で
は

な
く
、
外
交
戦
略
・
外
交
交
渉

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

戦
と
外
交
の
違
い
は
、
戦
は

勝
つ
べ
き
戦
だ
が
負
け
る
か
も

し
れ
な
い
。
外
交
は
１
０
０
％

は
と
れ
な
い
が
、
最
低
限
守
る

べ
き
も
の
は
守
る
、
あ
る
い
は

主
張
す
べ
き
も
の
は
主
張
し
て

と
る
、
と
い
う
こ
と
。

　

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え

た
真

な
議
論
・
激
論
、
そ
し

て
結
論
を
出
す
こ
と
を
ご
提
言

申
し
上
げ
た
い
。

　

今
回
、
所
得
増
の
具
体
的
な

数
値
目
標
を
掲
げ
た
の
は
素
晴

ら
し
い
。
議
論
を
尽
し
て
、
２

つ
で
も
３
つ
で
も
具
体
論
に
結

び
付
け
る
。
や
っ
て
、だ
め
だ
っ

た
ら
ま
た
や
る
。

　

物
流
を
見
直
す
、
法
律
化
す

る
、
政
府
か
ら
引
き
出
す
。
例

え
ば
、
農
産
物
を
運
ぶ
の
に
高

速
道
路
を
使
え
ば
タ
ダ
に
す

る
。
フ
ェ
リ
ー
代
を
安
く
す
れ

ば
、
競
争
力
の
あ
る
農
産
物
を

も
っ
と
本
州
に
出
せ
る
か
も
し

れ
な
い
。
所
得
の
分
配
に
結
び

付
く
具
体
的
な
議
論
を
し
て
一

致
団
結
し
て
ぶ
つ
け
る
外
交
交

渉
に
入
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

最
後
に
一
言

　

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
で
は
、
ほ

と
ん
ど
北
海
道
の
原
材
料
、
農

産
物
を
使
っ
て
お
り
、
大
地
の

恩
恵
を
も
の
す
ご
く
受
け
て
い

る
と
感
じ
る
。
北
海
道
は
特
別

な
地
域
だ
が
、
中
央
で
は
、
ひ

と
く
く
り
で
見
ら
れ
て
い
る
。

５
５
０
万
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を

味
方
に
つ
け
て
、
北
海
道
か
ら

日
本
全
国
の
農
業
の
重
要
さ

を
、
ぜ
ひ
組
織
力
を
発
揮
し
て

発
信
し
て
頂
き
た
い
。
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◇
…
Ｊ
Ａ
か
ら
の
回
答

【
総
務
部
関
係
】

１
．
女
性
役
員
の
登
用
は
、
北
海
道
で
は

難
し
い
問
題
だ
と
思
う
。
ど
の
様
に
取

り
進
め
る
の
か
。

◇　

次
期
役
員
改
選
で
の
登
用
に
向
け
て
、

こ
れ
ま
で
は
、
理
事
会
で
「
女
性
農
業

者
の
Ｊ
Ａ
運
営
参
画
促
進
運
動
方
針
」

を
制
定
し
、
女
性
部
と
の
意
見
交
換
会

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

女
性
農
業
者
の
正
組
合
員
加
入
促
進
を

図
り
、
女
性
組
織
代
表
等
に
限
定
す
る

こ
と
な
く
、
広
く
総
代
・
役
員
へ
の
就

任
を
求
め
て
参
り
ま
す
。

　

な
お
、
他
の
Ｊ
Ａ
で
は
「
参
与
」
と
い

う
形
で
農
協
運
営
に
参
画
し
て
い
る
事

例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
年
度
設
置
し

ま
す
役
員
定
数
等
検
討
委
員
会
で
、
登

用
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

２
．
経
営
委
譲
を
す
る
際
に
、
後
継
者
が

自
ら
出
資
す
る
場
合
は
、
自
分
の
出
資

金
は
払
い
戻
さ
れ
る
の
か
。

◇　

当
組
合
の
定
款
で
は
、
組
合
員
が
脱

退
し
た
場
合
、
払
い
戻
す
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

】

【
信
用
共
済
部
関
係
】

１
．
組
勘
貸
越
担
保
の
対
応
に
つ
い
て

◇　

組
勘
貸
越
担
保
に
は
保
証
人
、
根
抵

当
、
貯
金
共
済
担
保
等
が
あ
り
ま
す
が
、

今
後
は
で
き
う
る
限
り
個
人
資
産
へ
の

根
抵
当
で
の
運
用
で
進
め
て
参
り
ま
す
。

２
．
賃
借
入
に
お
い
て
保
証
書
と
同
時
に

確
認
書
も
求
め
ら
れ
る
が
、
趣
旨
の
説

明
を
徹
底
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

◇　

確
認
書
は
Ｊ
Ａ
系
統
の
全
国
統
一
の

事
務
手
続
き
な
の
で
、
説
明
不
足
の
な

い
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

３
．
自
動
車
共
済
の
車
両
レ
ッ
カ
ー
サ
ー

ビ
ス
等
は
極
力
素
早
い
対
応
が
で
き
る

体
制
を
構
築
願
い
た
い
。

◇　

最
寄
り
の
契
約
レ
ッ
カ
ー
会
社
に
対

応
を
依
頼
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と

も
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
と
な
る
よ
う
努
め

て
参
り
ま
す
。

【
農
業
振
興
部
関
係
】

１
．
組
合
員
意
向
調
査
の
デ
ー
タ
に
つ
い

て
、
支
店
で
も
デ
ー
タ
が
わ
か
る
よ
う

に
開
示
し
て
頂
き
た
い
。

◇　

地
区
の
デ
ー
タ
は
開
示
し
ま
す
の
で

活
用
願
い
ま
す
。

２
．
ハ
ウ
ス
リ
ー
ス
事
業
は
全
地
区
一
括

で
入
札
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
良

質
な
製
品
で
納
入
し
て
頂
き
た
い
の
で
、

銘
柄
を
指
定
し
知
内
仕
様
で
入
札
し
て

頂
き
た
い
。

◇　

事
業
は
直
接
仕
入
れ
の
た
め
、
資
材

課
か
ら
供
給
出
来
な
く
、
業
者
が
仕
様

書
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
製
品
を
提
示

す
る
事
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
製
品

の
指
定
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
知
内
地
区

の
仕
様
で
入
札
す
る
事
は
可
能
で
す
。

　
　

ま
た
、
本
年
度
の
入
札
は
各
地
区
の

仕
様
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

３
． 

労
働
力
不
足
対
策
へ
の
外
国
人
雇

用
に
つ
い
て
、
情
報
が
あ
れ
ば
頂
き
た

い
。

◇　

七
飯
地
区
に
お
い
て
、
今
年
、
中
国

人
の
雇
用
が
あ
り
、
4
月
か
ら
11
月
ま

で
の
７
ヶ
月
間
で
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、

情
報
が
あ
る
都
度
お
知
ら
せ
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
し
、
当
Ｊ
Ａ
と
し
て

も
労
働
力
不
足
の
点
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
参
り
ま
す
。

４
．
農
家
の
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い

る
の
で
、
Ｊ
Ａ
で
も
雇
用
者
の
確
保
を

手
伝
っ
て
も
ら
い
た
い
。

◇　

短
期
雇
用
者
の
確
保
が
厳
し
い
状
況

で
す
が
、
海
外
か
ら
の
研
修
生
（
カ
ン

ボ
ジ
ア
）
を
扱
う
業
者
に
依
頼
す
る
こ

と
も
検
討
中
で
す
。

５
．
経
営
規
模
の
大
き
な
畜
産
農
家
で
は
、

エ
サ
の
購
入
や
販
売
に
つ
い
て
複
数
の

業
者
を
利
用
し
、
コ
ス
ト
の
削
減
や
有

利
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
系
統
全
利
用

を
奨
励
し
て
い
る
が
、
メ
リ
ッ
ト
が
薄

く
な
っ
て
い
る
。
系
統
全
利
用
を
し
て

い
る
生
産
者
に
メ
リ
ッ
ト
が
出
る
よ
う

ホ
ク
レ
ン
に
要
請
し
て
頂
き
た
い
。
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◇　

要
請
し
て
参
り
ま
す
。

６
．
牧
場
で
の
事
故
対
応
に
つ
い
て
、
牛

の
体
調
が
悪
い
と
気
づ
い
た
ら
早
め
の

対
応
を
し
て
頂
き
た
い
。
繁
殖
牛
の
場

合
、
淘
汰
し
た
ら
、
そ
の
後
の
生
産
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
た
め
。

◇　

今
後
、
生
産
者
と
も
十
分
連
絡
を
密

に
し
、
進
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
牧

野
運
営
委
員
会
で
も
協
議
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

７
．
あ
か
牛
生
産
組
合
で
は
、
地
域
一
貫

生
産
に
取
組
ん
で
い
る
が
、
一
部
地
域

で
は
市
場
流
通
が
高
値
で
推
移
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
市
場
出
荷
を
行
い
、
生

産
組
合
の
地
域
の
取
組
み
に
参
加
し
な

い
と
は
如
何
な
も
の
か
。

◇　

素
牛
設
定
価
格
と
市
場
価
格
に
乖
離

が
生
じ
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
至
っ
て

お
り
ま
す
が
、
何
と
か
協
力
を
頂
き
な

が
ら
取
り
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

８
．
役
員
は
道
南
農
業
を
守
る
た
め
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
よ
る
影
響
力
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

◇　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
内
容
も
定
ま

ら
な
い
状
況
で
、
急
ぎ
過
ぎ
で
あ
り
、

キ
ッ
チ
リ
と
国
内
の
対
策
を
検
討
し
進

め
る
べ
き
と
要
請
し
て
い
ま
す
。
北
海

道
内
で
の
産
地
間
競
争
に
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
系
統
で
は
農
林
中
金

の
ア
グ
リ
シ
ー
ド
リ
ー
ス
事
業
や
、
ホ

ク
レ
ン
は
原
価
算
入
で
組
合
員
へ
還
元

を
し
た
い
と
の
話
も
出
て
お
り
組
合
員

へ
の
対
応
に
つ
い
て
情
報
が
入
り
つ
つ

あ
る
状
況
で
す
。

〈
以
下
、
要
望
〉

９
． 

施
設
設
備
に
対
す
る
支
援
拡
充
が

あ
り
ま
す
が
、
既
存
施
設
の
更
新
や
暗

渠
排
水
対
策
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

１０
．
経
営
が
厳
し
い
農
家
に
対
し
て
は
長

期
的
な
営
農
指
導
を
実
施
し
て
１
戸
で

も
農
家
が
無
く
な
ら
な
い
よ
う
に
取
組

ん
で
頂
き
た
い
。

１１
． 

離
農
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
新
規
就
農
者
・
ヘ
ル
パ
ー

組
織
（
給
与
＋
奨
学
金
等
を
支
援
し
て

ヘ
ル
パ
ー
組
織
に
加
入
後
、
地
元
で
新

規
就
農
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
）
に
対

し
Ｊ
Ａ
も
支
援
し
な
が
ら
新
規
就
農
者

確
保
に
努
め
て
頂
き
た
い
。

１２
． 

第
５
次
農
業
振
興
計
画
策
定
に
対

し
、
若
い
組
合
員
の
意
見
を
取
り
入
れ

具
体
化
し
て
取
り
進
め
て
頂
き
た
い
。

１３
．
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
て
、
新
函
館
と
し
て

産
地
間
競
争
に
勝
つ
た
め
に
も
特
色
の

あ
る
作
物
を
作
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
向
け
た

対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

【
生
産
販
売
部
関
係
】

１
．
麦
を
保
管
す
る
倉
庫
が
不
足
し
て
お

り
、
調
整
施
設
も
老
朽
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
整
備
願
い
た
い
。

◇　

麦
は
地
域
の
輪
作
体
系
上
必
要
な
品

目
で
あ
り
、
生
産
者
負
担
を
軽
減
出
来

る
様
、
調
整
施
設
の
国
費
事
業
化
に
向

け
取
り
進
め
致
し
ま
す
。

２
．
施
設
利
用
事
業
収
支
が
赤
字
で
あ
る

内
容
に
つ
い
て
、
教
え
て
頂
き
た
い
。

◇　

過
去
よ
り
赤
字
の
為
、
収
支
改
善
に

努
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
Ｈ
26
年
度
は

約
２
億
５
千
万
円
の
赤
字
で
す
。
特
に
、

個
選
品
の
施
設
利
用
料
（
１０
円
／
ケ
ー

ス
）
は
、
合
併
当
初
か
ら
変
わ
ら
ず
、

そ
の
間
に
費
用
は
増
加
し
、
取
扱
数
量

も
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国

監
査
機
構
よ
り
部
門
別
の
収
支
改
善
を

求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
、
理
事
会
等

で
協
議
頂
き
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

３
．
知
内
地
区
で
も
小
麦
の
面
積
が

１
０
０
ｈ
ａ
程
度
に
な
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
調
整
作
業
を
厚
沢
部
支
店
に
お

願
い
し
た
い
。

◇　

厚
沢
部
支
店
の
調
整
施
設
は
老
朽
化

と
処
理
能
力
不
足
か
ら
、
他
地
区
の
受

入
も
視
野
に
入
れ
国
費
事
業
化
に
向
け
、

進
め
て
お
り
ま
す
。

４
．
施
設
利
用
料
の
値
上
げ
は
、
関
連
す

る
部
門
の
赤
字
を
解
消
す
る
た
め
で
は

無
く
、
生
産
者
が
妥
協
出
来
る
程
度
の

値
上
げ
に
留
め
る
べ
き
で
あ
る
。

◇　

関
係
す
る
会
議
体
で
意
見
を
頂
き
、

上
げ
幅
等
を
検
討
し
ま
す
。

５
．
ト
マ
ト
共
撰
機
械
の
老
朽
化
に
伴
う

更
新
を
検
討
し
て
頂
き
た
い
。
（
森
地

区
）

◇　

第
５
次
中
期
計
画
の
中
で
国
費
事
業

化
に
向
け
検
討
し
ま
す
。

６
．
支
店
別
収
益
（
倉
庫
・
施
設
事
業
の

赤
字
）
を
提
示
し
て
頂
き
た
い
。

◇　

赤
字
解
消
に
つ
い
て
は
。
こ
れ
ま
で

精
査
を
重
ね
た
結
果
、
方
向
性
が
見
え

て
来
ま
し
た
の
で
、
１
月
の
理
事
会
で

個
選
品
の
利
用
料
金
（
現
行
１０
円
／

ケ
ー
ス
）
改
定
を
協
議
し
ま
す
。
ま
た
、

第
５
次
中
期
計
画
の
中
で
東
地
区
真
空

予
冷
施
設
新
設
に
伴
う
集
出
荷
施
設
集

約
に
よ
り
、
携
わ
る
職
員
体
制
の
効
率

化
を
図
り
段
階
的
な
収
支
改
善
を
進
め

ま
す
。
尚
、
Ｈ
２６
年
度
基
幹
支
店
別
の

収
支
分
析
に
つ
き
ま
し
て
は
、
過
日
開
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催
し
た
理
事
会
で
報
告
し
て
お
り
ま
す
。

７
．
Ｈ
２７
年
産
米
概
算
金
に
つ
い
て
、
所

前
米
概
算
金
が
タ
ン
パ
ク
６
・
５
以
下

と
６
・
８
以
下
の
格
差
支
払
い
が
な
く

な
っ
た
。
昨
年
ま
で
は
格
差
支
払
い
が

あ
り
、
高
品
質
米
の
生
産
を
目
指
し
努

力
し
て
来
た
結
果
が
特
Ａ
と
な
っ
た
。

格
差
支
払
い
を
な
く
し
た
理
由
を
教
え

て
頂
き
た
い
。

◇　

６
・
５
以
下
で
あ
っ
て
も
、
ホ
ク
レ

ン
か
ら
の
概
算
金
は
基
準
品
で
あ
る

６
・
８
以
下
の
設
定
と
な
る
こ
と
か
ら
、

所
前
米
に
つ
い
て
は
６
・
８
以
下
の
括

り
で
支
払
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
あ
く

ま
で
も
入
庫
段
階
の
為
、
最
終
精
算
時

に
支
払
単
価
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

８
．
米
の
作
況
指
数
が
１
０
１
と
発
表
さ

れ
て
い
る
が
、
地
域
の
実
態
と
大
き
く

違
う
こ
と
を
農
政
事
務
所
に
訴
え
て
頂

き
た
い
。

◇　

今
後
も
地
域
の
収
量
デ
ー
タ
を
示
し

な
が
ら
、
実
態
に
沿
っ
た
作
況
指
数
と

な
る
様
、
強
く
要
請
し
て
参
り
ま
す
。

９
．
ふ
っ
く
り
ん
こ
の
今
後
の
生
産
や
販

売
方
針
に
つ
い
て
教
え
て
頂
き
た
い
。

◇　

米
と
野
菜
等
の
セ
ッ
ト
販
売
や
米
の

用
途
に
応
じ
た
販
売
方
法
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
の
開
通
に
伴
い
、

観
光
客
の
増
加
に
よ
る
地
場
消
費
の
拡

大
を
図
り
ま
す
。
今
後
も
生
産
者
の
皆

様
に
は
、
ふ
っ
く
り
ん
こ
の
基
準
品

（
タ
ン
パ
ク
６
・
８
以
下
）
の
生
産
に

努
め
て
頂
き
ま
す
様
、
お
願
い
し
ま
す
。

１０
．
ふ
っ
く
り
ん
こ
の
基
準
品
（
タ
ン
パ

ク
６
・
８
以
下
）
生
産
に
関
す
る
指
導

が
あ
ま
り
な
い
。
ま
た
、
作
付
不
適
格

地
に
つ
い
て
は
、
き
た
く
り
ん
等
を
作

付
す
る
よ
う
、
提
案
願
い
た
い
。 

◇　

今
後
も
関
係
機
関
連
携
の
も
と
指
導

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
基
準
品
確
保
が

困
難
な
地
域
に
つ
い
て
は
、
減
農
薬
の

き
た
く
り
ん
を
作
付
す
る
こ
と
に
よ
り

コ
ス
ト
低
減
に
繋
が
り
、
ふ
っ
く
り
ん

こ
と
同
様
の
所
得
確
保
が
可
能
な
こ
と

か
ら
、
地
域
の
実
態
に
沿
っ
た
品
種
作

付
を
進
め
ま
す
。

１１
．
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
合
意
で
飼
料
用
米
の
輸
入

が
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
が
影
響
は
な

い
か
。

◇　

国
で
は
飼
料
用
米
の
作
付
け
を
推
進

し
、
主
食
用
米
の
需
要
を
図
っ
て
お
り
、

飼
料
用
米
へ
の
助
成
は
単
年
度
で
措
置

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
Ｊ
Ａ
と

し
て
は
国
に
対
し
予
算
措
置
の
継
続
を

強
く
訴
え
て
参
り
ま
す
。

１２
．
Ｈ
３０
年
産
か
ら
米
の
生
産
調
整
が
廃

止
と
な
り
、
産
地
が
自
主
的
に
行
う
こ

と
と
な
る
が
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

教
え
て
頂
き
た
い
。

◇　

国
内
需
要
の
動
向
に
よ
り
、
輸
出
も

視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

国
内
の
シ
ェ
ア
拡
大
も
重
要
と
考
え
、

業
務
用
と
市
販
用
の
販
売
Ｐ
Ｒ
対
策
を

行
い
需
要
獲
得
に
向
け
進
め
ま
す
。

１３
．
北
海
道
に
お
け
る
飼
料
米
の
取
組
状

況
に
つ
い
て
、
教
え
て
頂
き
た
い
。

◇　

Ｈ
２７
年
産
の
面
積
は
２
，
３
４
６
ｈ

ａ
で
す
。
（
Ｈ
２６:

７
０
０
ｈ
ａ
）

　
　

全
農
で
は
全
国
６０
万
ｔ
の
目
標
に
対

し
、
実
績
は
５０
万
ｔ
で
あ
り
、
販
売
先

は
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
専
用
品

種
の
不
足
等
課
題
も
残
っ
て
お
り
、
用

途
に
応
じ
た
作
付
け
の
検
討
が
必
要
で

す
。

１４
．
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
と
し
て
米
の
輸
出
に
つ

い
て
、
取
組
む
考
え
は
な
い
の
か
。

◇　

ホ
ク
レ
ン
で
は
輸
出
額
１
０
０
億
円

を
目
指
し
、
今
年
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

と
台
湾
に
駐
在
員
を
置
き
、
販
路
拡
大

等
の
市
場
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
と
し
て
は
、
ホ
ク
レ
ン
の
取
組
を

活
用
し
た
中
で
、
前
向
き
に
進
め
て
参

り
ま
す
。

１５
．
新
幹
線
開
業
に
伴
う
農
産
物
の
販

売
・
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

◇　

新
函
館
北
斗
駅
で
は
商
工
会
を
中
心

に
取
組
ん
で
お
り
、
Ｊ
Ａ
に
も
協
力
依

頼
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

等
で
販
売
や
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

駅
周
辺
に
当
Ｊ
Ａ
の
看
板
設
置
も
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

【(

有)

新
は
こ
だ
て
協
同
関
係
】

１
． 

配
送
灯
油
は
ク
ミ
カ
ン
で
し
か
入

れ
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
場
で
現
金
で
支

払
う
事
は
出
来
な
い
か
。

◇　

配
送
業
務
は
委
託
の
為
、
現
金
を
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
事
を
ご
理
解
願
い
ま

す
。

２
． 

ガ
ソ
リ
ン
は
他
支
店
と
価
格
差
が

あ
り
差
別
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
一
緒

に
出
来
な
い
の
で
あ
れ
ば
組
合
員
価
格

を
作
っ
て
欲
し
い
と
要
望
を
出
し
て
い

ま
し
た
が
、
正
組
合
員
価
格
を
今
後
も

考
え
る
つ
も
り
は
な
い
の
で
す
か
。
正

組
合
員
価
格
が
あ
れ
ば
利
用
者
も
増
え

る
と
思
い
ま
す
が
。

◇　

地
域
価
格
で
対
応
し
て
い
る
事
を
理

解
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
と

比
較
し
て
価
格
差
が
縮
小
し
て
き
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

組合員懇談会開催結果報告
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今年は正式な審査対象に

INFORMATION

特特特特特特特特特特ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ特特特特特特特
今年は正式な審査対象に

　２月２５日、日本穀物検定協会が平成２７年度産米の食味ラ

ンキングを発表しました。ふっくりんこは２年連続で最高ラン

クの「特Ａ」を獲得！安定した品質の高さを証明しました。

　審査は、評価員が食べ比べをして「味・香り・粘り」など６項目

にわたって評価。基準となる複数産地コシヒカリのブレンド米

と比較し、特に良好なものが「特Ａ」に選ばれます。

安定した高い品質の評価

　昨年は積極的なＰＲを展開。加工品の新発売、組合長のトップ

セールス、テレビＣＭ放映など、道南にとどまらない活動となり

ました。同時に、生産者が売り場に立つなど、地域との繋がりを

再確認した年でもありました。

　今年は北海道新幹線開業を追い風に、さらなる販売拡大に向

けて一層の挑戦をしていきます。これからも「ふっくりんこ」は

じめお米の生産・販売にご協力をよろしくお願いします。

さらなる挑戦へ

詳しくは最寄りの支店窓口までお問い合わせください。
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INFORMATION

　１号
　２号
　３号
　４号
　５号

　６号
　７号
　８号

第1回　理事会（定例）議案 日時：平成28年2月26日(金)10：30～　場所：北斗市総合分庁舎

議 案 金融機関への貸付について
信用事業規程の一部変更について
職員就業規則の一部変更について
給与規程の一部変更について
職員への期末手当の支給について

平成27年度決算について
平成27年度剰余金処分（案）について
平成28年度事業計画
〈取扱・収支・固定資産処分〉の一部変
更について

共済推進へ向け士気を高める
平成２８年度 ＬＡ共済推進決起大会
　道南農業会館で２月１０日、「ＬＡ共済推進決起大

会」が開かれた。ＬＡ２８名・役職員・共済連職員が

集まり、共済推進への思いを高めた。

　はじめに畠山良一組合長が「厳しい環境だが、それ

をチャンスにできるようにＬＡの皆さんに期待してい

ます」と挨拶。続いて「事業推進方針」として「既契

約者世帯への３Ｑ訪問」などの取組課題を確認した。

次に、特に良い成績をあげた厚沢部地区の大瀧勇太職

員ら４名が優績ＬＡとして表彰された。

　その後、七飯支店の青柳悟職員が代表して「ＬＡ全

員全力でチャレンジしていきます」と決意表明。出席

者全員でガンバロー三唱を行った。終わりに輪島桂専

務が「お客様ひとりひとりの満足度を高められるよう

な推進に取り組んで下さい」と挨拶し、大会を締めく

くった。

優績ＬＡ
組合長賞　　　　　　厚沢部支店　大瀧 勇太 職員

共済連札幌支所長賞　森　支　店　高瀬 彰太 職員

専務賞 厚沢部支店　小林 　鷹 職員

常務賞 八　雲　支　店　西村 竜太 職員

◇日時：平成28年4月12日（火）午前10時～
◇場所：北斗市総合文化センター
　　　　「かなでーる」大ホール
◇議案：平成27年度事業報告　他

　総代の役割とは…

　第１４回通常総代会を下記日程により開催致します。
　総代皆様のご出席を賜りますよう宜しくお願い致します。

第１４回通常総代会開催のご案内

　ＪＡの運営は組合員全員の総意に基づいて行われなければなりません。そのために
ＪＡとしての統一した意思を決定する場が「総代会」です。
　各地域より選出された「総代」は、総代会においてＪＡの運営方針などについて議論
を行い、議決権を行使します。正組合員の中から選出された総代は、いわば日本におけ
る国会議員のような存在。
　総代は、組合員の代表としてＪＡの将来を決定する大切な役割を担っています。八雲町熊石　トヨさん

七飯町　恵美子さん
七飯町　Ｑちゃんさん

クイズ
当選者

読者の声

みんなのまるめ郎広場

農協ラーメン
（1袋2食入り）

はこだて産
本格いかめし
（1袋2杯入り）

クイズの正解者の中から抽選で　　名様に、以下の　　種類から
お好きな商品を　　袋をお送りします。希望のプレゼントをご記入ください。

農協のトマトカレー
（1袋1食入り）
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応募締め切り 3月１８日（金）（当日消印有効）
　応募用紙はこちら （切り取ってハガキにそのまま貼ってね。）

※下記応募用紙には必ず全て記入して下さい。※コメントのないものは無効とさせて頂きます。

1

5 6 7

8 9 10

11

12 13

2

4

3

キーワード

1
2
3
4
6
7

10

落部青年部が自慢の一芸「○○○○囃子」。
子供も買いやすいおやつです。
ボックス。
褒めたときにあげるお金や物のこと。
アメリカの有名なミュージカル「雨に○○○○」。
褒められない、「邪」な考え…
この漢字の読み方は？
サツキとメイ。ジブリの名作「となりの○○○」。

1
4
5
8
9

11
12
13

○○○○と答え。 
ムジュンの語源になったのは、○○と盾。
俗にいう呼び方。 
今月ついに最終回のドラマ「あさが○○」。 
童話「白雪姫」に登場する七人の…
○○○線を引き継ぐ、道南いさりび鉄道。
ニワトリの羽の根元にある肉。○○先、○○元。
ミクロの反対。

ヨコのカギ

タテのカギ

二重マスの文字を並べてできる言葉は何でしょうか？
中には今月号のえすぽわーるにヒントのカギがあるかも。

今月の大きな話題となりそうです。キーワードヒント

八雲町熊石 トヨさん
トピックスで地域の農業情報がとても感動的だった。「桧山南部アスパラ生産３億円
突破」は特に印象に残った。
♣組合員さんの長年の努力、本当に素晴らしいです。

せたな町 玲子さん
いつも楽しく読ませていただいています。
♣ありがとうございます。読者からのお言葉が励みになります！

知内町 まちゃこさん
フェイスブックチェックしてます。更新楽しみにしています。
♣ありがとうございます。気に入った投稿には「いいね」をしてもらえると嬉しいです。

北斗市 おていちゃんさん
カリフラワー、冬が旬とは知らなかった!?　びっくりポンや新幹線開業おめでとう♡
♣新幹線開業、いよいよです！道南全域で盛り上げていきたいですね。

七飯町 恵美子さん
後継者の記事とても楽しみです。心強いかぎりです。
♣取材させていただいた皆さん、将来のことを真剣に考えている方ばかりで、頭
が下がる思いです。

七飯町 Ｑちゃんさん
クロスワードが頭の体操になって大変良いです。
♣来月から新しいクイズが始まります。ぜひそちらも挑戦してみてください。

八雲町 カズＰさん
いつも楽しく拝読しています。これからもステキな記事を掲載して下さい。
♣いつもありがとうございます。これからもより良い誌面を目指してがんばります!!

八雲町熊石　トヨさん
七飯町　恵美子さん
七飯町　Ｑちゃんさん

八雲町熊石　トヨさん
七飯町　恵美子さん
七飯町　Ｑちゃんさん

クイズ
当選者
クイズ
当選者

トヨさ
読者の声読者の声

2月号のこたえ

プレゼント

　　 E-mailアドレス　shinya.toda@ja-shinhakodate.com

あて先
クイズ&投稿は、郵送またはFAX、メール、ホーム
ページのメールフォームで受け付けております。

JA新はこだて企画室 FAX：0138-77-5566
〒041－1201 北斗市本町１丁目１番21号

2

みんなのまるめ郎広場みんなのまるめ郎広場

農協ラーメン ・ 農協トマトカレー ・ 函館産いかめし
ご希望のプレゼント ※下記のいずれか1つに◯を付けて下さい

※広報誌へのご感想やご意見・ご要望、身近なできごとなどについて教えてください。

3
3 3

農協ラーメン農協ラーメン
（1袋2食入り）（1袋2食入り）

はこだて産
本格いかめし
はこだて産
本格いかめし
（1袋2杯入り）（1袋2杯入り）

クイズの正解者の中から抽選で　　名様に、以下の　　種類から
お好きな商品を　　袋をお送りします。希望のプレゼントをご記入ください。
クイズの正解者の中から抽選で　　名様に、以下の　　種類から
お好きな商品を　　袋をお送りします。希望のプレゼントをご記入ください。

農協のトマトカレー農協のトマトカレー
（1袋1食入り）（1袋1食入り）

リ フ ラ ワ ーカ

1

5 6

7 8 9

10 11 12

13

14 15

2 43

ほ

わ

い

と

り

く

よ

う

じ

ん

い

と

も

や

お

ふ

ろ

ー

ど

か

ま

ぼ

こ

ら

ぶ

き

し

な

い
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発　行／新函館農業協同組合
住　所／〒041－1201  北斗市本町１丁目１番２１号
　　　　　　　　　　（北斗市総合分庁舎隣）
電　話／０１３８－７７－５５５５（代表）
ＦＡＸ／０１３８－７７－５５６６
編　集／企画室
印　刷／有限会社　三和印刷

ＪＡ新はこだて facebook
ＪＡ新はこだてホームページからも

ご覧いただけます。
こちらも、よろしくお願いします。

「えすぽわーる」とはフランス語で「希望」という意味。「えすぽわーる新函館が読者の皆さんに希望を届ける広報誌になって欲しい」という願いが込められています。

えすぽわーる新函館
第１63号　平成２8年 3月10日発行 編

集
後
記

霜降り「はこだて和牛」とパクチーサラダ 3,240円 (税込 )お味噌汁・木古内のお米・お漬け物付き。

　
「
道
南
を
農
す
」
で
お
邪
魔
し
た
加
藤
牧
場
さ

ん
は
、
ネ
コ
の
一
家
を
飼
っ
て
い
ま
す
。
家
族
の

一
員
と
し
て
ネ
ズ
ミ
取
り
に
大
活
躍
と
の
こ
と
。

牧
場
で
搾
っ
た
ミ
ル
ク
を
飲
む
、
な
ん
と
も
贅
沢

な
食
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

加
藤
さ
ん
の
人
柄
を
反
映
し
て
か
人
懐
こ
く
、

初
対
面
の
私
に
も
撫
で
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ネ

コ
好
き
の
私
は
、
つ
い
つ
い
３０
枚
ほ
ど
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　

ネ
ズ
ミ
対
策
な
ど
で
ネ
コ
を
飼
っ
て
い
る
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
も
し
良
か
っ
た
ら
、
取
材
の

と
き
に
写
真
を
撮
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。　
　
（
真
）

道
南
食
材
を
生
か
し
た

健
康
志
向
の
食
べ
方
を
提
供

題名：マルメロード第38章題名：マルメロード第38章

まるめ郎アルバム

氷でできたジャンボすべり台
楽しそう！
意外とスピード出るね。笑

Ｄａｙ：２０１６．２．６Ｄａｙ：２０１６．２．６

★２４品目★
 霜降り「はこだて和牛」とパクチーサラダ

のびのびと過ごす牛たち

「ご来店前に facebookやお電話で情報確
認を！」と飯田シェフ

　

今
月
は
、
木
古
内
町
の
「
は
こ
だ
て
和
牛
」
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
ご
協
力
し
て
く
れ
た
の
は
、「
世
界
の

料
理
人
１
０
０
０
人
」
に
選
ば
れ
た
シ
ェ
フ
・
奥
田

政
行
さ
ん
が
監
修
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ど
う
な
ん
ｄ

ｅ
’

ｓ　

Ｏ
ｃ
ｕ
ｄ
ａ　

Ｓ
ｐ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｓ
」
の
飯

田
晃
久
シ
ェ
フ
で
す
。

　

は
こ
だ
て
和
牛
は
、
赤
身
が
柔
ら
か
く
、
肉
の
味

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
が
特
徴
。「
パ
ク
チ
ー
と

食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
牛
肉
の
脂
を
ま
ろ
や
か
に

し
、
噛
む
た
び
に
味
が
ま
と
ま
っ
て
き
ま
す
」
と
飯

田
シ
ェ
フ
。
新
鮮
な
野
菜
と
一
緒
に
食
べ
る
ス
タ
イ

ル
は
、
健
康
に
も
良
く
、
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

飯
田
シ
ェ
フ
は
「
地
元
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
地
方

の
方
に
も
は
こ
だ
て
和
牛
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。
和

牛
と
パ
ク
チ
ー
の
組
み
合
わ
せ
を
是
非
味
わ
っ
て
下

さ
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

どうなんｄｅ’ｓ　Ｏｃｕｄａ　Ｓｐｉｒｉｔｓ
住所：木古内町字本町 338-14（道の駅「みそぎの郷きこない」内）
ＴＥＬ：01392-6-7210　定休日：不定休
営業時間： ランチ 11：30～ 14：30（ラストオーダー 14：00）
 ディナー 17：30～ 21：00（ラストオーダー 20：45）
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